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大連市政治・経済情勢週報（平成 28 年 4 月 16 日～4 月 22 日） 

在瀋陽日本国総領事館在大連領事事務所 

 

【政治】 

15 日：大連市政府「廉政工作会議」開催 
15 日、大連市政府は「廉政工作（政治の清廉潔白化）会議」を開催した。会議は習近平総書記

の重要講話の精神についての学習等を行った。 (17 日付大連日報 1面) 

 

15 日：「大連市政策創新年活動総括交流座談会」開催 
 15 日、大連市党委員会は「大連市政策創新年活動総括交流座談会」を開催し、唐軍大連市党委

書記、肖盛峰大連市長など市幹部が出席した。座談会では、昨年度の政策創新年活動を総括すると

共に、「作風（党の風紀）建設」政策を引き続き強化していくことなどが強調された。 

(18 日付大連日報 1面) 

 

18 日：大連市党委「ネット安全・情報化指導小組」会議開催 
 18 日、唐軍大連市党委書記の主宰により、大連市党委員会「ネット安全・情報化指導小組」会

議が開催された。会議は習近平総書記のネット安全・情報化に関する重要講話の精神についての学

習等を行った。肖盛峰大連市長ら市幹部が会議に出席した。(19 日付半島晨報 A10 面) 

 

19 日：大連市党委「改革を全面に深化する」指導小組第 13 回会議開催 
 19 日、唐軍大連市党委書記の主宰により、大連市党委員会「改革を全面的に深化する」指導小

組第 13 回会議が開催された。会議は「党要管党従厳治党（党自身が党を厳格に管理する）」の精神

を基層党組織建設に浸透させていくこと等について研究し、関連の指導意見等を審議・採択した。

肖盛峰大連市長ら市幹部が出席した。(20 日付大連日報 1面) 

 

21 日：肖盛峰市長、庄河市にて春の耕作状況等に関する調査研究活動を実施 
 21 日、肖盛峰大連市長は庄河市各地を訪れ、春の耕作状況、ダムの貯水状況、水産品の養殖・

加工現場、水利施設の建設現場に対する調査研究活動を実施した。(22 日付大連日報 1面) 

  

【経済】 

15 日：大連市政府「経済情勢分析会議」開催 
15 日、大連市政府は「経済情勢分析会議」を開催し、第 1 四半期の経済工作を総括し、現在の

経済情報を分析し、今後の政策について指示を行った。肖盛峰大連市長が出席し、講話を行った。 

(16 日付大連日報 1面) 

 

18 日：大連市党委常務委員会拡大会議開催、第 1 四半期の経済情勢を分析 
18 日、唐軍大連市党委書記の主宰により、大連市党委委員会常務委員会拡大会議が開催された。

会議は第 1四半期の経済情勢を分析し、今後の政策任務について指示した。 

 (18 日付大連日報 1面) 

 

20 日：肖盛峰市長、高新区にてイノベーション政策に関する調査研究活動を実施 
20 日、肖盛峰大連市長は、高新区（ハイテク産業園区）各地において重点イノベーションプロ

ジェクトに対する調査研究活動を実施し、企業の管理者及び科学技術人員らと意見交換を行った。 

(21 日付半島晨報 A12 面) 
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20 日：肖盛峰市長、韓国矩鵬グループの白茸基会長と会見 

15 日、肖盛峰大連市長は韓国矩鵬グループの白茸基会長一行と会見した。白会長は今回韓国各

界の名士 43 人で構成される代表団を率いて大連を訪問した。今般の滞在期間中、大連市関係部門

から白会長に対し「大連観光推進大使」の称号が授与される。 (21 日付半島晨報 A12 面) 

 

「大連市国民経済と社会発展第 13 次 5 カ年計画綱要」正式公布 
 21 日、第 15 期大連市人民代表大会第 4回会議での審議・採択を経て、「大連市国民経済と社会

発展第 13 次 5 カ年計画綱要」の内容が正式公布された。「綱要」によれば、大連市は 2020 年まで

に地区の総生産額及び都市部・農村部の1人当たり可処分所得を2010年比で2倍以上にすること、

第 13 次 5 カ年計画期の GDP 成長率を年平均 7％とすること等を目標に掲げている。 

(21 日付大連日報 1面) 

 

【日本関連報道】 

17 日：中国旅行社総社(大連)有限公司、熊本地震の影響で一部九州観光を取り消し 
 九州地区で地震が発生したことを受け、大連市旅遊局は 17 日、大連市から日本へ入国している

観光客の状況についての調査結果を発表した。発表によれば、現在大連市から日本を訪れている観

光客は 15 の旅行社で編成される 47 組 1090 人で、そのうち 2 組 52 人が熊本県に滞在しているが、

いずれも安全であることが確認された。また、中国旅行社総社(大連)有限公司は相次ぐ余震から観

光客の安全を確保するため、4 月 21 日、29 日の九州ツアーを中止し、参加予定者に対し無条件で

の返金を行うと発表した。(18 日付大連日報 4面) 

 

 

（注）4月16日～4月22日の大連日報、半島晨報、大連晩報、新商報の記事をもとに作成。 


